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櫻守の会  2020 年 7 月号  
 

 里山整備活動の再開 ＆ 会報の改革              代表  近藤 茂 
 
新型コロナウィルスの感染が収まり、6月から櫻守の会の里山整備活動を再開しました。6月 2日の廃線

敷の草刈が再開後の最初の活動になり、参加者が少なくなる事を心配していましたが、何と過去最大の 35

名もの多くの皆さんに参加していただき、予定通りに順調に作業を終えることが出来ました。その後の各活

動地の定例活動も例年より多めの方に参加していただいていますが、会員の皆様は濃厚接触を避けるよう秩

序ある行動をしていただいていると感じています。改めて御礼申し上げます。しかしながら新型コロナウィ

ルスは大変厄介な病原体であり、現に経済活動を再開した東京都ではまたクラスターが発生して感染者が増

加の傾向にある様です。関西では今の所はまだ落ち着ていますが、感染の第二波があれば再度活動を休止す

ることもあり得ます。その時は何らかの方法で速やかに会員の皆様にご連絡しますが、ホームページに最新

の情報を掲載しますのでそちらでもご確認ください。 

会報「櫻守の会」は会が発足してから毎月発行されていて今月で 254号になります。当会以外の森林ボラ

ンティア団体でも殆ど全ての団体で会報が発行されていますが、毎月発行している団体は少ないようです。

また掲載されている内容も各団体でいろいろな特長があり、これと言った傾向は見られませんでした。当会

の会報に掲載されている記事は多少の紆余曲折がありますが、2012 年頃から現在の「活動報告・イベント

報告・お知らせ・活動予定」の構成になり、現在まで続いていてマンネリ化が進んでいると感じられました。

そこで今年の 2 月にメール会員の皆さんに「どのような会報を希望するのか」をお聞きし、そのご意見を参

考にして運営委員会で検討した結果、①活動報告とイベント報告

が毎回同じ様な内容で多くのページを取っているので、掲載方法

を工夫して簡略化する ②会員からの投稿・桜や植物に関するこ

と･技能の向上に関すること･会の歴史などを掲載する「櫻守ひろ

ば」を新設することにして、今月号から実施することにしました。

また今月から企画モノとして、西宮市と（公財）白鹿記念酒造博

物館のご協力をいただいて「笹部新太郎氏と亦楽山荘」のタイト

ルで 12回の連載を開始します。当会に関係の深い笹部新太郎氏

について、少しでも興味を持っていただけたらと思っています。

「櫻守ひろば」は会員の皆様に自由に楽しんでいただけるコミュ

ニケーションの場にしようと考えていますので、多くの皆様から

の積極的な投稿を期待しています。また今回の会報の改革につい

てのご意見や感想がありましたら、是非お知らせください。 
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写

2020.6.16 山手台・あじさいロードのヤマモモ 

山手台地区には多くのヤマモモの木があります。 

大きな実はリキュールの材料に最適です。 

2020年 7月 1日（通巻 254号） 

発行：櫻守の会代表 近藤 茂 

〒665-08宝塚市栄町 3-4-10-505 

会員数 109名（6月 25日現在）  

HP：https://www.sakuramori.net/ 
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＜ 2020年 4・6月度 活 動 実 績 表 ＞ 
 

2020年 4月度 

月日 
活動地･参加者     

( )内は会員外 
天候 作業内容 人

数 

3月 25日 

(水) 

青葉台 

21名 
晴れ 

(光が丘ルート) 枯れ松の伐採等 8 

(湧水路周辺、逆瀬台小上斜面、キツネの森) 園路猪被害等の補修 4 

(陽光広場) 展望台とその周辺の草刈、桜周辺の除伐 5 

(行者山登山路倉庫上) 園路両脇にツブラとマテバシイ苗木各 1本植樹 4 

３月 28日 

(土) 

亦楽山荘 

19名 

(自治労 3) 

曇り 

(全般) サクラの育成調査 2 

(赤松植樹地) 繁茂している常緑樹の伐採 8 

(内周回路) 園路(階段、路肩)の補修 6 

(廃線敷) 園路周辺の常緑樹の間伐、剪定 3 

      延べ参加者人数 40 

＊ 新型コロナウィルス感染拡大に伴う緊急事態宣言発出により、4月・5月は全面的に活動休止といたしました。 

2020年 6月度 

6月 2日 

(火) 

廃線敷 

35名 
晴れ 廃線敷宝塚市管理範囲全域で石垣面も含め草刈と落下枝処理 35 

6月 5日

（金） 

亦楽山荘      

27名         
晴れ 

（桜坂）草刈り刈払い機、鎌等で草刈り 8 

（もみじの道～どんぐりの道）路肩、階段、保護網の補修 6 

（廃線敷）リンボク広場折れフジ処理、トンネル手前ツル等処理、廃線敷入口桜剪定 9 

（園内）案内地図貼り替え 2 

（親水広場）広場周辺の清掃等 2 

６月７日 

（日） 

武庫山の森 

27名 
晴れ 

（北側道路沿い）フェンス沿いの草刈り 11 

（正面入り口）フェンス沿いと菜園周辺と入口広場の草刈り 8 

（育苗地周辺）ササベザクラと育苗地周辺の草刈り 8 

6月 9日 

(火) 

ゆずり葉の森 

23名 
晴れ 

（どんぐりの丘) 北県民局間伐木の集約、非間伐木の枝落としと萌芽剪定 10 

（ゆずり葉ピーク/キツネの森間) 路肩安全対策と階段を丸太、プラにて整備 3 

（モチツツジの谷) 園路補修 3 

（県宝谷入口平) 草刈 4 

（白瀬川広場) 草刈、桜周辺の整備 3 

6月 11日

（木） 
亦楽山荘 雨 雨天中止   

 

6月 16日

(火) 

山手台              

30名 
晴れ 

（南斜面）草刈り 4  

（ﾂﾂｼﾞの丘の東側斜面・噴水広場）低灌木伐採、ﾂﾂｼﾞの剪定、大階段上の倒木処理 15  

（アジサイロード）両側の公園の草刈り、低灌木伐採 11  

６月 20日 

（土） 

武庫山の森 

32名 

（1） 

晴れ 

（正面入り口付近）斜面を中心に草刈り 12  

（育苗地平地）ビオトープにかけて刈払機で草刈り 10  

（ビューポイント）山側の崩れを押さえて園路を整備 10  

延べ参加者数（廃線敷き草刈りは含まず） 139  
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杭を打ち直して斜面の土留め 

ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ（武庫山 6/20） 

 

＜ 活 動 報 告 ＞ 
 

亦楽山荘 

園内の桜坂ではエドヒガンサクラが 5～7 分咲きとなっており、花見シーズン到来に備え、廃線敷、内周

回路で園路の階段・路肩の整備と周辺の整備を行いました。また赤松植樹地では繁茂した常緑樹の間伐を行

いました。終礼後に新型コロナウィルスの感染拡大対応として、県知事から不要不急の外出自粛要請が出さ

れたことを受けて、櫻守の会の活動が 4 月度は休止することが決定され

ました。（3/28） 

真夏並みの暑さの中、活動再開しました。桜坂下部から中間部にかけ

て 5 台の刈払機を動員して草刈りを行い、もみじの道～どんぐりの道は

階段設置など園路整備をし、廃線敷のリンボク広場の折れクズのツルな

どは処理してすっきりとしました。また、園内案内地図の張り替え作業

を行い分かりやすいものにしました。（6/5）    （加賀野・吉田） 

６月 11日（木）は雨天中止となりました。     
 

ゆずり葉の森 

3月下旬に北県民局によって「武庫川グリーベルト樹林整備工事」の一

環としてゆずり葉の森と青葉台両活動地の全域で間伐が実施され、森の

様相は大きく変化していました。また約 2 ヶ月の活動停止期間に草木は

大きく成長していました。先ず白瀬川広場~県宝谷入口平で刈払い機 2台

と鎌で草刈を行いすっかり見映えがよくなりました。またどんぐりの丘

では野積みされていた間伐木の集約と非間伐木の枝落としと萌芽剪定を

行い全体がスッキリとなりました。更にゆずり葉ピークとキツネの森間

園路とモチツツジの谷から行者山・東観峰への園路の路肩の安全対策と

階段の補修を行い、安全で歩きやすい園路へと改善できました。   

(6/9加賀野) 
 
青葉台 

ほぼ満開の陽光桜などを愛でた後、陽光広場では草刈と桜周辺の常緑

樹の間伐、枝打ちを行いました。また湧水路周辺とキツネの森入口で階

段、路肩の整備を、光が丘ルートでは枯れ松の伐採、行者山倉庫裏付近

ではツクダジイ､マテバシイ各１本の植樹も行いました。作業後には展望

所で花見の宴を行いました。             (3/25加賀野) 
 

山手台 

新型コロナの影響で自粛していたため久しぶりの活動です。幸い梅雨

の中休みで、天気にも恵まれさわやかな風もありました。アジサイロー

ドや南斜面ではアジサイが見頃です。大階段上部でレイランドヒノキが

根元から倒れ、その処理が予定外の作業でした。     （6/16 岡） 

 

武庫山の森 

お花見を直前にした活動中止から、すっかり春を過ぎ初夏の武庫山は草

が伸び放題になっていた。新型コロナウィルス感染対策もあり、ソーシ

ャルディスタンスの取りやすい草刈りに集中した。周辺道路から見える

フェンス沿いは鎌を使い、入口広場や育苗地周辺は刈払機を 3 台使い草

を刈ることでスッキリさせた（6/7）。前回出来なかった草刈りを刈払機

6/5リンボク広場折れたフジヅル 

 

3/25 ほぼ満開の陽光桜を背に展望所草刈 

6/9 モチツツジの谷上部の階段補修 

大階段上部での倒木処理 
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と手刈りで仕上げた。ビューポイント周辺の山側から土が崩れ園路が狭くなっていたので、土留をして歩き

やすくした（6/20）。                                  (横山) 
 

＜ イ ベ ン ト報告 ＞ 
 

廃線敷草刈 6月 2日(火) 

 約 2ヶ月と長かった新型コロナウィルスの感染拡大対応の緊急事態宣言が、5月下旬に解除され最初の櫻

守の会の活動が廃線敷草刈となり、活動再開を心待ちにしておられた会員 35名が参加されました。草木は

2ヶ月の春季中に逞しく成長し、背の高いイネ科の草などは 1.5ｍ程にも伸びていました。まだまだ新型コ

ロナウィルス感染の恐れも高く、会員は三密を避け廃線敷宝塚市側全域に分散し、刈払い機 8台・鎌・立ち

鋏を使って石垣面を含む園路の草刈に汗を流しました。久し振りの活動とあって全員が相当疲労困憊された

様子でしたが無事全域の草刈ができ、歩き易く見晴らしのよい廃線敷となりました。本当にお疲れ様でした。     

（加賀野） 

 
＜ お 知 ら せ ・案 内 ＞ 

 

運営委員会（6月度-1）報告                       代表 近藤 茂 

2020年 6月 2日  12:30～12:40  （於：廃線敷草刈終了後､親水広場） 

１．運営委員会：4月と 5月の 2ヶ月間はメール上で開催していたが、6月末から会報印刷後に通常の形で

開催する。 

２．会報スタイルの変更：当初の予定通り 7月号から新形式で発行する。（序文をお読みください。） 

３．その他の活動：樹木調査、刈払機講習会などを再開する。 

４．活動の再休止：感染第二波など周囲の状況を見て、適切に判断して決定する。 
  
刈払い機講習会開催の案内                         加賀野 久生 

下記スケジュールで当初 5月 22日に予定していた刈払い機講習会を行います。昨年 6月以降入会者の中か

ら 6名の参加申し込みを受けています。以前からの会員で受講を希望される方は 7月 20日までに加賀野ま

で、活動地で口頭、メール等で連絡ください。 

  講習会のスケジュール 

   日時 ： 7月 28日（火）9：30～12：30  場所 ： 武庫山の森 

   内容 ： 座学（刈払い機の構造、基本動作と安全上注意等） 1時間 

        実習（回転刃の取り付け等準備、平面刈、斜面刈、後片付け） 1．5時間 

   受講者は全員、翌月から櫻守の会の活動で刈払い機を使うことが出来ます。 
 

武庫川エコハイク第 158回「相野谷中分水界から大川瀬ダム」   エコグループ・武庫川 

＊今回は武庫川と加古川の分水界を歩きます。武庫川側と加古川側の段差を見てみましょう＊ 

★お願い：マスク着用で「三密状態」を防止する活動にご協力願います 

日 時：2020年 7月 11日（土）        雨天中止 

6/2 親水広場に分散して朝礼 6/2 廃線敷入口広場・作業前 6/2 廃線敷入口広場・作業後 
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初版 

平凡社 

 
新訂 

増補版 

双流社 

宝塚市 0 1 

神戸市 2 3 

西宮市 1 1 

尼崎市 0 1 

川西市 0 0 

伊丹市 0 0 

 

集 合：JR福知山線「相野駅」改札口前ロータリー 9時 30分 

ルート：JR 相野駅前～大龍神社～西相野谷中分水界～小野藍本線～藍浄化センター～烏帽子ヶ池・池尻川

～大川瀬ダム～大川瀬住吉神社～渓谷大滝～観音寺～つつじが丘線(★三叉路)～上相野～JR相野駅 

◆約 14㎞ 健脚向き(標高差 100m) ★印：一次解散場所約 9㎞(バスで相野駅へ) 

解 散：15:40頃 JR相野駅前 

参加費：100円（保険代、資料代）    申込み：不要（当日集合場所にお越しください） 

持ち物：弁当、飲み物(多めに)、雨具   服 装：山歩きできる服装、滑りにくい靴  

✲お問合せ：エコグループ・武庫川  携帯 090-7763-6763（上田） 

主 催：エコグループ・武庫川   後 援：兵庫県（自然環境保全） 

URL：http://ecomukogawa.web.fc2.com/（武庫川エコハイクで検索） 

 

 

＜ 櫻 守 ひ ろ ば ＞ 

 
 

笹部新太郎氏と亦楽山荘（１） 連載を始めるにあたって            近藤 茂 
 
櫻守の会の会員の皆さんと話をしていて、「櫻守の会」の発祥の地「亦楽

山荘」は笹部新太郎氏（1887～1978）の持山であったことは皆さんご存知

ですが、笹部氏の生い立ち・桜の研究内容・業績などについては詳しくご 

存じでない方もかなりおられると思われました。「櫻守の会の会員として知

っていても損はしない」と思い、今回から全

12 回の連載で、「笹部新太郎氏と亦楽山荘」

の表題で笹部氏に関することについて紹介

しようと思います。 

この連載記事は、主に自叙伝「櫻男行状」

と笹部氏の日記「亦楽山荘記録」（西宮市笹部さくらコレクション・白鹿記念

酒造博物館寄託）を使用して作成しています。小説「櫻守」は皆さんお読み

になっていますが、「櫻男行状」を読まれた方はそんなに多くないかも知れま

せん。「櫻男行状」は平凡社から 1958年（71歳時）に発行されたものと、双

流社から 1991年（没 13年後）に発行された新訂増補版がありますが、荘川

桜の移植など平凡社版発行以後に行った全ての業績が載っている双流社版を読むことをお奨めします。「櫻

男行状」は希少本であり古本市場でもなかなか手に入りにくいので、図書館で借りてお読みになると良い

と思います。なおこの連載記事中の写真等は、西宮市より許可を得て使用しておりますので、無断転載は

ご遠慮ください。 

第 1回 連載を始めるにあたって 第 7回 笹部氏の業績（1946～78）文化貢献期 

第 2回 笹部氏の生い立ち（大学卒業まで） 第 8回 〃    （1979～  ）没後 

第 3回 笹部氏の業績（1913～32）助走期 第 9回 笹部氏の亦楽山荘での活動（１） 

第 4回 笹部氏語録 第 11回 笹部氏の亦楽山荘での活動（２） 

第 5回 笹部氏の主な交友関係 第 11回 笹部氏の亦楽山荘での活動（３） 

第 6回 笹部氏の業績（1933～45）本格活動期 第 12回 笹部氏の桜の研究 

※笹部氏の業績の区分（助走期・本格活動期 等）は整理のために筆者近藤が作ったものであり、「櫻

男行状」等にはこのような区分はされていないことをお含みおきください。 

 

http://ecomukogawa.web.fc2.com/
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―もっと知りたい ナナミノキ― 

（七実の木･ナナメノキ）モチノキ科、ナナミノキ属。 常緑高木 花・雌雄別株 

毎年この時期（６月頃）になると武庫山のナナミノキの花が咲くだ

ろうかと気にかかるのだが、今年はコロナのせいなのかすっかり忘

れていた。先日の作業の途中でふと頭上に何やら赤紫の花が咲いて

いるのを発見。よく見るとナナミノキの花が緑の葉っぱを押しのけ

るかのようにびっしりと付いていた。余りにも沢山付いているので

驚きと喜びで、私は歓声をあげて誰かを呼びに行った。こんなに美

しく咲いているのを見るのは武庫山に通って初めてで奇跡のようで

した。園内にある他のナナミノキも探してみたらどの木にも花が満

開でした。但し咲いているのは雄木ばかりで雌木は僅か数本しかないのです。花は咲いていたけれど秋には

綺麗な赤い果実を見たいけれど期待薄だと思います。このナナミノキはどこの山でも見られるという木では

ありません。個体数が少なく自生しているのは珍しい、なぜ武庫山に多数の木が育っているのかは分からな

いけれど、大切に見守っていきたいです。          （文：竹島 洋子  写真：近藤 茂） 

 
 

会員紹介 藤本 正雄さん 

私は昭和 26年宝塚市で生まれ育ち、現在の住居地には平成７年の阪神淡路大震災直後に転居して 25年に 

なります。 

「櫻守の会」へ入会させていただきましたきっかけは元来の山好きもありますが、宝塚市主催の「eco講座」

受講時に「里山保全・再生活動」の大切さを考えさせられ、また自然の中での活動に大変興味をひかれたこと、

更に一番大きな理由は退職後の日々の過ごし方等を考えて入会させていただきました。 

私の子供当時の遊び場は実家の裏山や小川、畑が主でのんびりしており、手の届くところに蛍やクワガタ、

沢蟹、メダカ等がおり、たまにはマツタケも採れたものですが、都市化が進み生活が楽になる反面、今では

その裏山や田畑が住宅や商業施設に変貌し、小川は道路になり渋滞が発生するなど未だに開発が続いていま

す。またその裏山には春の時期になれば咲き乱れる桜や初夏の新緑、秋の紅葉が記憶に残っていますが、今

では当時の面影もなくなりつつあります。 

入会後僅か 6回の作業参加ですが、手入れされている場所とそうでない場所の違いがよくわかり、保全活

動の大切さを肌で感じ取れました。私は森林での作業に関して全くの素人であり、何ら特技や知識もありま

せん。また樹木や山野草の名前、種類等分からないことばかりですが、足手まといにならないよう頑張りま

すのでよろしくお願い致します。 （藤本） 
 
 

会員消息                                   事務局 

入会  市原 直（イチハラ タダシ）さん    

      泉 祥子（イズミ ショウコ）さん  今後とも宜しくお願い致します。 

 

コロナ自粛中は何してました？ 

約２ヶ月の初めの頃は、緊急事態宣言は 1ヶ月位で解除されるだろうと軽く考えていました。更に最初の頃

は季節の変わり目で衣服や身の回り品を冬物から春夏用への交換期で冬物の洗濯と片付け、さらには草木の

生長が活発になり自宅にある２本のアラカシの中木の萌芽剪定と枝落としや実家の草刈や村落協同で行う

恒例の集団墓地の掃除などそこそこ時間が潰せました。しかし５月も宣言が継続されると図書館も閉鎖で新

しく読む本もなくなり、何をしようかカミさんとも相談して退社時にやった切りでほったらかしで破れたり、

劣化で破れやすくなっていた障子の張替えを始めました。旧紙を剥がした後、桟に残った紙／糊固着物を剥

がすの四五時間／1面掛かり、戸締りを考慮すると 1面／日のペースとなってしまいました。それで予定し
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た障子 14 面中 8 面しか張替えが済まない段階で、6 月からは活動再開との見込みが大きくなり、それを機

に 3つの活動地の調査を進める中に活動再開となりました。                 （H.K） 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

緊急事態宣言の出た 4月、5月と全く乗り物は利用せず、自宅周囲の散歩と 10日に 1回の買い出しで過ご

しました。特記事項は、10 年以上手を入れていない隣家の庭の手入れを行ったことです。荒れた山と同じ

で伐採のしがいがあり 15日も通いました。                         （T.O） 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

オタマジャクシがいっぱい！ 

武庫山の苗床脇の水槽にたくさんのモリアオガエルのオタマジャクシが泳

いでいます。上に張り出しているヤマザクラの枝に卵塊の残りが見えました。

（今朝、野暮用で武庫山に出掛けて見掛けました。）ビオトープと違い此所

ではイモリの脅威にさらされる事も無く生長し、蛙になってくれると期待し

てます。                        （6/21 T.U） 

 

 

 

＜ 活 動 予 定 （ 7月・8月 ） ＞ 
 

月別行事予定表 
 

7月 場所等 8月 場所等 

7月 5日 日 武庫山の森 8月 2日 日 武庫山の森 

7月 8日 水 ゆずり葉の森 8月 5日 水 桜の園・亦楽山荘 

7月 10日 金 桜の園・亦楽山荘 8月 7日 金 廃線敷き草刈り 

7月 15日 水 桜の園・亦楽山荘 8月 11日 火 ゆずり葉の森 

7月 18日 土 武庫山の森 8月 13日 木 桜の園・亦楽山荘 

7月 21日 火 山手台 8月 15日 土 武庫山の森 

7月 25日 土 桜の園・亦楽山荘 8月 18日 火 山手台 

7月 29日 水 青葉台 8月 22日 土 桜の園・亦楽山荘 

7月 30日 木 会報印刷（ぷらざこむ） 8月 26日 水 廃線敷き草刈り（予備日） 

      8月 28日 金 青葉台 

      8月 31日 月 会報印刷（ぷらざこむ） 
 
集合時間 ： 桜の園･亦楽山荘 親水広場 9時 50分、武庫山の森 9時 50分、他の 3活動地は 9時 30分。 

天候   ： 当日朝 6時 55分 NHK TV天気予報 

兵庫県南部の午前・午後いずれかでも降水確率 60% 以上の時は中止します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ コロナ禍の自粛で、今年は春を感ずるいとまもなく一挙に夏が来てしまいました。感染予防もさる

ことながら熱中症対策にも十分に留意しましょう！ 

 さて、序文にもありますように会報の体裁をリニューアル致しました。初回でもあり、不備な点もあるかと思い

ます。ご感想・ご意見をお聞きしながらより読みやすい会報を目指したいと思います。また「櫻守ひろば」は、会

員相互のコミュニケーションの場にもなればいいなと思っています。近況報告、ふと気が付いたこと、ちょっと話

してみたいこと、どんなことでも構いません。皆さんからのツイッター感覚での投稿をお待ちしています。 

     投稿先（暫定） ：kondo3410@moon.cims.jp (近藤)                （坂田 記） 

mailto:kondo3410@moon.cims.jp
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